
末久喜十郎 

すえひさ・きじゅうろう 
 

福山誠之館校長（第１１代） 

 

経 歴 

生：明治５年（１８７２年）４月２３日、高知県香美郡生まれ 

没：昭和 13 年 8 月 18 日 享年 67 歳 

在 任 期 間 

大正６年（１９１７年）７月９日～大正１４年（１９２５年）３月２５日 

（在任７年８ヶ月） 

関 係 略 歴 

明治５年（１８７２年）４月２３日 － 高知県香美郡に生まれる 

明治３１年（１８９８年）７月１０日 ２６歳 東京帝国大学文科大学哲学科卒業 

明治３３年（１９０１年）４月１０日 ２７歳 静岡県浜松中学校教諭心得 

明治３３年（１９０１年）１２月１０日 ２８歳 静岡県浜松中学校教諭 

明治３５年（１９０３年）１２月３１日 ３０歳 静岡県浜松中学校校長事務取扱 

明治３９年（１９０７年）１０月２日 ３４歳 静岡県立韮山中学校校長 

明治４４年（１９１２年）７月２１日 ３９歳 宮崎県立宮崎中学校校長兼教諭 

大正３年（１９１４年）９月７日 ４２歳 山梨県立甲府中学校校長 

大正６年（１９１７年）７月９日～ 

 大正１４年（１９２５年）３月２５日 

４５～ 

５２歳 
広島県立福山中学校（誠之館）校長兼教諭 

昭和４年（１９２９年）ごろ ５７歳頃 呉市鹿田町土肥高等女学校 （出典３） 

昭和５年（１９３０年）ごろ ５８歳頃 神港中学校校長 （出典４） 
 

関係年表 

大正７年（１９１８年）３月８日 「広島県立中学校学則中改正」（生徒定員本校５００人） 

大正８年（１９１９年）３月２９日 「広島県立中学校学則中改正」（本校定員８００人） 

大正８年（１９１９年）７月５日 大水害のため、本校床上浸水 

大正１０年（１９２１年）３月２９日 「広島県立中学校学則中改正」（本校定員１０００人） 

大正１１年（１９２２年）１０月１８日  教室・剣道場・銃器庫等新築竣工 

大正１２年（１９２３年）６月１２日～１３日 ５年生、同盟休校未遂事件 



大正１３年（１９２４年）５月９日 「広島県立中学校学則中改正」（本校定員１２００人） 

大正１３年（１９２４年）９月１７日 新講堂竣工 
 

 

生い立ちと学業、業績 

「事績・業績」 

本校として、この校長の在任期間の大きな特色は、生徒定員増である。関係年表にあげたよう

に、生徒定員が５００人から１２００人になっている。これに伴う、教室などの施設面の手当て、

また、生徒指導の困難さは非常なものであったと推測されるが、この校長はよくこの難事を解

決、「旧制中学教育の完成期といっても差し支えない時代であった」［『誠之館百三十年史』

（上巻）、７８９頁］と評されるような学校経営を行ったことは敬服に値するものである。 

 

この校長はエピソードが多い。 

「剣道の寒稽古には生徒にまじって稽古をし、面をうたれても『真剣ではおまえたちにはまけ

ん』といったという話もあり、時には酒を飲んで人力車に乗り、帰宅の途中、車上で演説をして

町の人々の評判になったこともあった」（サンケイ新聞－昭和３７年１１月２１日） 

 

「四月の入学式、高知県出身の末久校長は眼光鋭く人を射る気色で種々お話の中で『鉛筆

一本盗っても即時退校』という言葉を力強く数回くり返された」（「猫の妄言」三谷重夫、『懐古』

１１３頁） 

 

「名門校へ配置される校長は最高に立派な校長先生である。高知県出身東京帝大哲学科卒

業の末久喜十郎校長は小柄の体躯に着物、羽織、袴で古武士の風格を備えていた。丸い眼

をぱちつかせ頭が禿げて光って可愛らしく、生徒から蛸とあだ名されていた。殆どの先生は綽

名を持っていたが、末久校長のもよく見られたなと思った。それは失礼というより親しみがあっ

た。それでいて全職員を通じ一番品格があり、高貴な風格を備えていてすばらしい人格校長

であった。式には勲章を佩用して重々しかった。毎週１回講堂で合同訓話を受けた。話題も

平易な生徒の心理をよく捉え、情熱的で眼が鋭く光り、生徒の青春の邪念を払い奮い立たせ

た。大正１４年名校長も功なり名遂げて定年退職、全校生徒から慈父に別れるように惜しまれ

た。［「中学時代の思い出」仁科博『懐古』１０９頁、『誠之館百三十年史』（上巻）、８３２頁］ 

 

大正１２年（１９２３年）６月１２日、５年生が２教師の排斥同盟休校事件を起こした。翌１３日、５

年生全員が参加、近郊の蔀山（しとみやま）に集まり、気勢をあげたが、先輩等の説得により帰

校、校長は、生徒に対してはその心得違いをさとし、父兄・先輩にはこのようなことのおこった

ことをあやまり、当の２教師も陳謝したので翌１４日から平常にもどったという事件である。その

後２，３日たって、全校生徒を講堂に集めた校長は、「今回のようなことは思い出すことも不愉

快だ」とだけいって何らの処置もせず、また生徒の教員退職要求も受け付けなかった。５年生

が卒業とともに、この２教師は転勤したが、この事件の処理の仕方をみても、この校長の強烈

な意志とそれを実行する行動力が充分うかがわれる。   松岡義晃（昭和２８年卒） 



出典１：『誠之館百三十年史（上巻）』、７８９・８２１・８３２・８８２・９３１頁、福山誠之館同窓会編刊、昭和６３年１２月１日 

出典２：『懐古』、１０９・１１３頁、福山誠之館同窓会編刊、昭和５８年５月１５日 

出典３：『福山学生会雑誌（第６８号）』、１２４頁、福山学生会事務所編刊、昭和４年７月１５日 

出典４：『福山学生会雑誌（第７０号）』、７９頁、福山学生会事務所編刊、昭和５年７月３０日 

２００４年１０月２７日更新：関係略歴●２００５年４月４日更新：本文●２００５年９月１３日更新：本文・関連情報●２００６年３月２７

日更新：本文●２００６年６月２６日更新：タイトル●２００７年６月２８日更新：経歴●２００８年２月１９日更新：経歴・本文●２００８

年７月１４日更新：経歴・出典● 

 


